
令和６年度 埼玉県公立学校における 
児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について 

１ 調査の趣旨 
児童生徒の問題行動等について、埼玉県公立学校の状況を調査・分析することにより、

教育現場における生徒指導上の取組のより一層の充実に資するとともに、その実態把握を
行うことにより、児童生徒の問題行動等の未然防止、早期発見・早期対応に、また、不登
校児童生徒への適切な支援につなげていくもの 

２ 上尾市調査結果概要 
（１）暴力行為

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

小学校 ２４３ ２３９ ２１８ 

中学校 ３７ ８２ ９６ 

合計 ２８０ ３２１ ３１４ 

・暴力行為の発生件数は、令和５年度と比べて、小学校は減少し、中学校は増加してい
る。

・暴力行為がいじめと関連していることが多いため、令和３年度より暴力行為を積極的に
認知するように各上尾市立小・中学校長に依頼している。

（２）いじめ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

小学校 ７１５ ８２６ ７０８ 

中学校 １２４ １７４ ２１１ 

合計 ８３９ １０００ ９１９ 

・いじめの認知件数は、令和５年度と比べて、小学校は減少し、中学校は増加している。
・令和３年度よりいじめ認知を積極的に認知するように各上尾市立小・中学校長に依頼し

ている。
（３）３０日以上の長期欠席者

ア 小学校

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

病気 ４７ １７２ １０２ 

経済的理由 ０ ０ ０ 

不登校 １２６ １２３ ２４４ 

その他 ２６４ １００ ５９ 

新型コロナウイルス感染回避 １０ 

合計 ４４７ ３９５ ４０５ 

イ 中学校

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

病気 ６７ ６３ ６５ 

経済的理由 ０ ０ ０ 

不登校 ３０８ ３３２ ３９１ 

その他 ８４ ５５ １３ 

新型コロナウイルス感染回避 ６ 

合計 ４６５ ４５０ ４６９ 

・３０日以上の長期欠席者は、令和５年度と比べて、小学校、中学校ともに増加してい

る。
・３０日以上の長期欠席の理由で最も多いのは、小学校、中学校ともに不登校である。
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